














乙ま じ め ここ
相転移 にお け る秩序形成 過程 の研究 は最近多方面 で関心 を よひ ,類 似の研究会 も我 が国
で い くつか聞かれ てい る.その中 で も本 研究会 は ,相転移 に おいて物 質 の示 す不 均質構造
に 着 目 し,その動 力学 的な特長 を頚微法 や放射線 の回折 と散乱 等 の実験手 段 を用 いて解 明
しようとす るとこ ろに特色 を持 って い る.その場合 ,これ らの物 質 を ミクロに ｢見 る｣ 手
段 が ,今 まで平衡 状態 の物 質 の研究 に威 力 を発揮 して きた以上 に ,物 質 の運動学 的研究 に
縦 横 に堅 便 きれ ,極 め て豊富 な物 質の動態 をパ ノラマの ように暴 いて くれ る.これ を厳 密
な相転 移の動力学 的理 論 と比較 す るこ とは ,物質 の勤 的過 程 を支 配す る相互 作用 を解 明す
る上 で極 めて強力 な足 場 を提供 して くれ る.
本研究 グル ープ は最初 ,昭和 59年 1月 に東大物性 研短 期研 究会 r時間 に依存 した一 次
相転 移の運動学 ｣ (物 性研 だ よ り 21 ,(1984) 1号参 照) と して発足 した ･続 いて昭和
60 年度 よ り文 部省科研費 ･捻 合 A ｢相転移 に伴 う秩 序相の形 成過程 の光 ,X線 及び 中性 子
散乱 に よる勤的研 究｣が 2年 間にわ た り認め られ た .本 研究会 は この総合研究 グル ープの
活 動の一環 と して計画 され た もの であ る .昭和 61年 1月 31 日と 2月 1 日の両 日にわ
た り,国立教育会館 において 83名 の参加 者 を得 て ,共通 の理解 と問題点 を整理 す るこ と
に重点 を置 いて熱心 な討論 が行 われ た .金属学者 ,高分子学者 ,散乱研究者 ,統計物 理学
者 等 の異な る研究 分野 の研究者 が交流 す ることに よ り,共 通の研究基盤 を拡げ ることが で
きた と確信す る.
本 研究会 を萌芽 と して ,今後 この種 の研究 が大 いに進展 す るこ とを切 に期 待 す る.蕃 溜
合 音 がその ための一助 となれば幸 いで あ る.
研究 代表者
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